
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 69 ǀ 2026 ǀ 39

伊豆半島の中新統湯ヶ島層群から産出したハリセンボン科化石

宮田真也 1, 2・西岡佑一郎 3・樽　創 4

The first fossil discoveries of diodontid tooth plates were 
reported from the Miocene Sakurada and Shimoshiroiwa for-
mations of the Yugashima Group in the Izu Peninsula. Based on 
the number of tooth plates and their arrangement on the occlusal 
surface, the specimens are identified as Diodon spp. The Yu-
gashima Group consists mainly of volcanic rocks and shallow 
marine deposits during the Middle to Late Miocene when the Izu 
Peninsula (originally “islands”) was located in the south of Hon-
shu. The occurrence of Diodon, a fish typically inhabiting trop-
ical to temperate seas, from the Yugashima Group consistently 
supports the paleoceanographic conditions inferred from tropical 
foraminiferal and molluscan fossils.
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 Abstract

ハリセンボン科はフグ目に属し，現生種では 7属 18種

が知られており，熱帯～温帯域を中心に，三大洋に広く分

布する（Leis, 2006; Nelson et al., 2016；松浦，2017）．日本

列島ではハリセンボン属のハリセンボン Diodon holocanthus 

Linnaeus, 1758，ヒトヅラハリセンボン D. liturosus Shaw, 

1804，ヤセハリセンボン D. eydouxii Brisout de Barneville, 

1846，ネズミフグ D. hystrix Linnaeus, 1758，イシガキフグ属

のイシガキフグ Chilomycterus reticulatus (Linnaeus, 1758)，お

よびメイタイシガキフグ属のメイタイシガキフグCyclichthys 

orbicularis (Bloch, 1785)，イガリフグ C. spilostylus (Leis and 

Randall, 1982)の 3属 7種が知られている（Leis, 2006；藍

澤・土居内，2013；松浦，2017；久保田ほか，2026；本村，

2026）．

ハリセンボン科もしくはそれに近縁な分類群とされ

る化石は，最古のものはブラジルの上部白亜系 Gramame 

Formation（Maastrichtian）からハリセンボン科未同定種と

考えられる上顎骨が報告されている（Gallo et al., 2009）．そ

のほか，本科の歯板化石は多数知られているが，骨格化石

では，イタリアのモンテ・ボルカの始新統から，Prodiodon 

tenuispinus (Agassiz, 1844)，P. erinaceus (Agassiz, 1844)，

Heptadiodon echinus (Heckel, 1854)，Zignodon fornasieroae 

Tyler and Santini, 2002が記載されており，コーカサス北部

地域 Gorny Luchの Kuma Horizon（始新世中期）においても

Pshekhadiodon parini Bannikov and Tyler, 1997が記載されてい

る（Tyler and Santini, 2002）．これらはハリセンボン科の姉

妹群に属すると考えられている（Ridolfi et al., 2025）．

日本列島では，ハリセンボン科の歯板化石が新第三系以

降から産出しており，中新統では神奈川県三浦市の三浦層

群三崎層（後藤・上野，2002），鮮新統では高知県室戸市の

登層（上野ほか，1996），千葉県銚子市の銚子層群名洗層（糸

魚川ほか，1975），更新統では青森県むつ市尻屋の石灰岩裂

罅堆積物（長谷川ほか，1988），鹿児島県徳之島の徳之島層（＝

糸木名層）（冨田ほか，1990），沖縄県玉城村の知念砂岩層

と糸満市の那覇石灰岩（上野ほか，1974）からハリセンボ

ン属未同定種 Diodon sp.として歯板化石が報告されている

（Figs. 1, 2）．日本全体として化石記録が多いとは言えない状

況の中，近年，故門田真人氏によって伊豆半島の中新統湯ヶ

島層群からハリセンボン科の歯板化石がまとまって発見さ

れた．本研究では，これらを報告し，その分類と推定生息

環境に基づいて湯ヶ島層群堆積時の伊豆地域の古環境を考

察する．

材料と方法
本研究で用いた化石は下記の標本を用いた．神奈

川県立生命の星・地球博物館所蔵：KPM-NNV 1255, 

1259, 1260，ふじのくに地球環境史ミュージアム所蔵：

SPMN-FL 25011, 25012, 25013, 25014, 25015, 25016, 25017, 
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25018．また，比較のために国立科学博物館所蔵のネズ

ミフグ Diodon hystrix の現生骨格標本（MSN POV-436, 

351）の観察も行った．写真撮影は Nikon D5300および

digiCamControl（URL: 2026年 6月 23日現在）を用いた．

地質概説
伊豆半島の表層部は，主に新第三紀以降の火山岩や火

山砕屑岩で覆われている．これまで新第三紀以前の岩石の

分布は確認されていなかったが，松丸・八木（2022）によ

り伊豆半島南部の賀茂郡差田に分布する白浜層群一色凝灰

岩層内の差田石灰岩（後期中新世）の岩片から白亜紀－古

第三紀の大型有孔虫が検出された．伊豆半島の新第三紀以

降の地層および岩石は，層厚や岩相の側方変化が激しく，

熱水変質により層序関係が明確になっていない部分もあ

る．そのため研究者間で層序区分は異なるが，小山・新妻

（1980）によって 1980年代までの各研究者の層序区分が整

理されている．本論では日本地質学会（2006）に従い，伊

豆半島の新生界を仁科層群（湯ヶ島層群下部），湯ヶ島層

群，白浜層群，熱海層群として区分する（Fig. 3）．これま

でに湯ヶ島層群から硬骨魚類化石の産出報告は無く，また

Fig. 1. Locality map of fossil Diodontidae from Japan.

https://digicamcontrol.com/
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伊豆－小笠原弧に属する地域の古環境を明らかにする上で

熱帯・温帯性のハリセンボン科化石は重要な指標となる．

ハリセンボン科の歯板化石は，賀茂郡松崎町と西伊豆町に

分布する湯ヶ島層群桜田層の石灰岩と，伊豆市下白岩に分

布する下白岩層の凝灰質砂岩から産出した．

桜田層は，伊豆半島南西部に位置する賀茂郡松崎町と

西伊豆町付近に分布する（Fig. 4）．本層は沢村ほか（1970）

の湯ヶ島層群中部に相当し，主に火山砕屑岩からなる遠洋

性堆積物であると考えられている（門田，2015）．桜田層

内には複数の石灰岩体が挟在しており，基底層に含まれる

江奈石灰岩（松崎町），仁科石灰岩と白川石灰岩（西伊豆町），

最上部に含まれる池代石灰岩（松崎町）に区別されている

（Figs. 3, 4）．江奈，仁科，白川石灰岩は，石灰質ナンノ化

石の対比から CN4帯（中期中新世：14.91–13.53 Ma）に相

当する（Okada et al., 1986；岡田，1987）．一方，池代石灰

岩は浮遊性有孔虫の生層序に基づき N14帯（後期中新世：

11.67–10.54 Ma）に対比されている（茨木，1981; Ibaraki, 

1990）．

これらの石灰岩中からは造礁サンゴやオウムガイ，熱

帯性軟体動物の化石が産出する（例えば，Tomida and 

Kadota, 2012, 2014；門田，2015; Tomida et al., 2021）．また，

サザエ科のような岩礁性・浅海性の軟体動物化石を多く含

Fig. 2. Stratigraphic horizon of Diodontidae fossils in the Japanese Archipelago. Figure produced with TSCreator Ver. 8.1 (URL).

https://timescalecreator.org/
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Fig. 3. Stratigraphic division of the Neogene-Quaternary in the Izu Peninsula (after Geological Society of Japan, 2006).
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むことから，化石を含有する石灰岩は岩礁の異地性岩体で

あると考えられてきた（冨田・門田，2012；門田，2015）．

さらに，江奈石灰岩のサンゴや貝類化石が石灰藻で覆われ

ていることから，水深 50 m以浅で堆積したと推定されて

いる（門田，2015）．ハリセンボン科の化石は以上の化石

と共伴して発見されており，江奈・仁科・白川のものは中

期中新世，池代のものは後期中新世と考えられる．

下白岩層は，伊豆市下白岩に分布し，沢村（1955）の

白色凝灰岩類に相当する．岩相は，凝灰角礫岩，粗粒凝灰岩，

細粒凝灰岩，火山角礫岩あるいは火山円礫岩，白色または

青緑色凝灰質砂岩，白色石灰質砂岩，および凝灰質頁岩

から構成される（沢村，1955）．下白岩層の白色石灰質砂

岩からは大型有孔虫 Nephrolepidina japonicaが多産し，他

に軟体動物やウニ類，石灰藻などの化石の産出が認められ

る（北村ほか，1969）．ハリセンボン科の化石も白色凝灰

質砂岩から産出した．堆積環境は底生有孔虫の Hanzawaia 

nipponicaなどが産し，水深 200 m以浅の岩礁が発達した

外洋性の堆積環境と考えられている（小山，1982）．

下白岩層から産出する有孔虫化石群集は N14帯（11.67–

10.54 Ma）に相当する種群を優占的に含み（Saito, 1963），

加えて N17帯（後期中新世）を特徴づける Nephrolepidina 

rutteniが共産する（Matsumaru, 1981, 2017; Matsumaru et al., 

1981）．さらに，石灰質ナンノ化石の Catinater coalitusが

産出し CN6–8a帯（10.9–8.6 Ma）に対比されること（岡田，

1987）を踏まえると，下白岩層の年代は後期中新世の前半

である可能性が高い（岡田，1987；松丸・八木，2022）．

Diodon spp.
ハリセンボン属未同定種
（Figs. 5–8）

標本　KPM-NNV 1255（Fig. 5A1–A6），産地：伊豆市下

白岩，産出層準：下白岩層（後期中新世）．

記載　大型の歯板で，湯ヶ島層群産のハリセンボン科
化石の中で最も保存状態が良い標本で，近遠心径 34.69 

mm，歯板高 20.18 mm，唇舌径 19.17 mmである（Table 1）．

唇側面観もしくは舌側面観ではおおよそ長方形を呈する

が，腹側面観または咬合面観はおおよそ卵円形を呈してお

り，縁が波打つ．正中線上で左右に分かれており，少なく

とも 24枚の歯板が認められる．唇側面側では歯板高が高

く，舌側に向かうにつれ噛耗によるへこみが認められ，歯

板高が低くなり，咬合面を構成する．咬合面を構成する歯

板数は 11–12枚である．1枚の歯板は薄く，歯板の後縁は

概ね緩やかなカーブを呈する．歯板の咬合面側に唇舌方向

に皺襞があり，この上に歯板が重なる．この皺襞は噛耗に

よって消失している部分があるものの上下の歯板の境界付

近や唇側面観もしくは舌側面観で明瞭に観察される．

標本　KPM-NNV 1259（Fig. 5B1–B2），産地：伊豆市下

白岩，産出層準：下白岩層（後期中新世）．

記載　正中線を境に歯板の半分が保存されており，近
遠心径 10.05 mm（推定 20.10 mm），歯板高 8.56 mm，唇舌

径 13.47 mmである．腹側面観または咬合面観はおおよそ

扇形を呈し，外縁が波打つ．少なくとも 11枚の歯板が認

められ，そのうち 8枚の歯板が咬合面を構成する．咬合面

を構成する歯板の舌側縁は唇側へカーブする．

標本　KPM-NNV 1260（Fig. 5C1–C2），産地：伊豆市下

白岩，産出層準：下白岩層（後期中新世）．

記載　正中線を境に歯板の半分が保存されており，近
遠心径 9.67 mm（推定 19.34 mm），歯板高 14.83 mm，唇舌

径 12.01 mmである．腹側面観または咬合面観はおおよそ

半円を呈しており，縁が波打つ．少なくとも 17枚の歯板

が認められ，そのうち 8枚の歯板が咬合面を構成する．

標本　SPMN-FL 25012（Fig. 6A1–A3），産地：賀茂郡松

崎町池代，産出層準：桜田層池代石灰岩（後期中新世）．

記載　正中線を境に歯板の半分が保存されており，近
遠心径 16.14 mm（推定 32.28 mm），歯板高 12.70 mm，唇

舌径 12.76 mmである．腹側面観または咬合面観はおおよ

そ四角形を呈しており，少なくとも 13枚の歯板が認めら

れ，そのうち 6–7枚の歯板が咬合面を構成する．咬合面で

は歯板と歯板との間は滑らかである．また，咬合面を構成

する歯板の舌側縁は唇側へ若干カーブする．

標本　SPMN-FL 25011（Fig. 6B1–B4），産地：賀茂郡松

崎町江奈，産出層準：桜田層江奈石灰岩（中期中新世）．

記載　比較的大型の歯板で，近遠心径 25.58 mm，歯板

Fig. 4. Locality map of fossil Diodontidae from the Izu Penin-
sula. Red circles: fossil localities; green shading: Miocene of 
the Yugashima Group.
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高 17.13 mm，唇舌径 21.22 mmである．唇側面観ではおお

よそ四角形を呈するが，腹側面観または咬合面観はおおよ

そ卵円形を呈しており，正中線上で左右に分かれている．

少なくとも 23枚の歯板が認められる．咬合面は概ね平ら

で構成する歯板数は 10–12枚である．1枚の歯板は薄く，

咬合面を構成する歯板の舌側の縁は概ね直線状を呈する．

標本　SPMN-FL 25018（Fig. 6C1–C3），産地：賀茂郡西

伊豆町仁科，産出層準：桜田層仁科石灰岩（中期中新世）．

記載　両側の歯板が保存されており，近遠心径 23.81 

mm，歯板高 14.94 mm，唇舌径 13.61 mmである．咬合面

観はおおよそ四角形を呈している．少なくとも 19枚の歯

板が認められ，そのうち 8–9枚の歯板が咬合面を構成する．

咬合面の歯板と歯板との境界は咬耗により滑らかである．

両側の歯板の咬合面の中央付近はやや凹むため舌側縁が腹

側にカーブする．

標本　SPMN-FL 25015（Fig. 7A1–A3），産地：賀茂郡西

伊豆町白川，産出層準：桜田層白川石灰岩（中期中新世）．

記載　両側の歯板が保存されており，正中線を境に歯
板が互いに対となって位置する．近遠心径 11.10 mm，歯

板高 7.25 mm，唇舌径 18.50 mmである．咬合面観はおお

よそ楕円形を呈している．少なくとも歯板の数枚は欠落し

ているが，少なくとも 10枚の歯板が認められ，そのうち

4–5枚の歯板が咬合面を構成する．咬合面を構成する歯板

の舌側の縁は概ね直線状を呈する．

標本　SPMN-FL 25017（Fig. 8A1–A2）産地：賀茂郡西

伊豆町白川，産出層準：桜田層白川石灰岩（中期中新世）．

記載　両側の歯板が保存されており，正中線を境に歯
板が互いに若干近遠心にずれて位置する．近遠心径 21.43 

mm，歯板高 6.07 mm，唇舌径 16.38 mmである．咬合面観

はおおよそ丸みを帯びた三角形を呈しており，少なくとも

11枚の歯板が認められ，そのうち 8–9枚の歯板が咬合面

を構成する．咬合面の段差は弱く，構成する歯板の舌側の

縁は概ね直線状を呈する．

標本　SPMN-FL 25016（Fig. 8B1–B2）産地：賀茂郡西

伊豆町白川，産出層準：桜田層白川石灰岩（中期中新世）．

記載　正中線を境に歯板の半分が保存されている．近
遠心径 18.69 mm（推定 37.38 mm），歯板高 14.74 mm，唇

舌径 9.09 mmである．腹側面観または咬合面観はおおよ

そ四角形を呈している．少なくとも 16枚の歯板が認めら

れ，そのうち 6枚の歯板が咬合面を構成する．

標本　SPMN-FL 25014（Fig. 8C1–C2）産地：賀茂郡西

伊豆町白川，産出層準：桜田層白川石灰岩（中期中新世）．

記載　正中線を境に歯板の半分が保存されており，近
遠心径 11.91 mm（推定近遠心経 23.82 mm），歯板高 11.96 

mm，唇舌径 15.81 mmである．咬合面観はおおよそ楕円

形を呈しており，少なくとも 17枚の歯板が認められる．

咬合面は咬耗が激しく概ね平らで，構成する歯板は少なく
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Fig. 5. The tooth plate fossils of Diodon spp. from the Shimoshiroiwa Formation. (A1–A6: KPM-NNV 1255; B1–B2: KPM-NNV 
1259; C1–C2: KPM-NNV 1260). A1, B1, C1: occlusal view; A2: ventral view; A3: labial view; A4: lingual view; A5, A6, B2, C2: 
lateral view.
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とも 10枚の歯板が認められる．咬合面の段差は弱く，構

成する歯板の舌側の縁は概ね直線状を呈する．

標本　SPMN-FL 25013（Fig. 8D1–D3）産地：賀茂郡西

伊豆町白川，産出層準：桜田層白川石灰岩（中期中新世）．

記載　両側の歯板が保存されており，正中線を境に近
遠心に互いに若干ずれて位置する．近遠心径 26.78 mm，

Fig. 6. The tooth plate fossils of Diodon spp. from Ikeshiro (A1–A3: SPMN-FL 25012), Ena (B1–B4: SPMN-FL 25011), and Nishina 
(C1–C3: SPMN-FL 25018) limestones of the Sakurada Formation. A1, B1, C1: occlusal view; A2, B2, C2: lingual view; A3, B3, 
C3: lateral view; B4: ventral view.
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歯板高 8.38 mm，唇舌径 17.24 mmである．咬合面観はお

およそ五角形を呈しており，少なくとも 10枚の歯板が認

められる．咬合面を構成する歯板は少なくとも 8枚の歯板

が認められるが，咬合面側の歯板が化石化の過程で外れて

いる．構成する歯板の舌側の縁は概ね直線状を呈し，歯板

と歯板との間の段差は小さい．

考　　察
分類学的検討　Schultz (2006)によれば，新第三系から

産出するハリセンボン科と考えられている化石は現生属

の Chilomycterusや Diodonの他に，絶滅属の Oligodiodon，

Kyrtogymnodonが知られている．Oligodiodonは歯板の数

は概ね 7枚で咬合面を構成する歯板が概ね 4枚程度であ

ること，さらに咬合面が丸く膨出する点で，湯ヶ島層群

産のハリセンボン科化石とは当てはまらない．同様に

Kyrtogymnodonは歯板数が 8枚，咬合面を構成する歯板が

概ね 1–4枚程度であること，咬合面が概ね平らである点で

湯ヶ島層産ハリセンボン科化石とは異なる．

Fig. 7. The tooth plate fossil of Diodon sp. from Shirakawa limestone of the Sakurada Formation. (A1–A3: SPMN-FL 25015). A1: 
mode of occurrence of tooth plates in limestone; A2: lingual view; A3: occlusal view.
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Tyler (1980)および Aguilera et al. (2017)では，イシガキ

フグ属とハリセンボン属の歯板数が体サイズに指数関数的

に増加することを示した．これらの研究によれば標準体長

63–550 mmのハリセンボン属では歯板数が 5–40枚である．

一方，標準体長 72–580 mmのイシガキフグ属の場合では，

歯板数は 7–18枚で，ハリセンボン属のものよりも少ない．

Fig. 8. The tooth plate fossils of Diodon spp. from Shirakawa limestone of the Sakurada Formation. (A1–A2: SPMN-FL 25017; B1–
B2: SPMN-FL 25016; C1–C2: SPMN-FL 25014; D1–D3: SPMN-FL 25013). A1, C1, D1: occlusal view; A2, B2, D3: lateral view; 
B1: ventral view; C2, D2: labial view.
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また，ハリセンボン属では 9–24枚の歯板が咬合面に見ら

れ，イシガキフグ属では 2–4枚の歯板が咬合面に認められ

る（Aguilera et al., 2017）．一方，メイタイシガキフグ属の

歯板のタイプはイシガキフグ属の歯板と同等とされてお

り，Schultz (2006)ではイシガキフグ属とメイタイシガキ

フグ属は 8–12枚の歯板で構成され，咬合面を構成する歯

板は 1–5枚，ハリセンボン属の場合は最大 37枚の歯板か

らなり，咬合面を構成する歯板は 22枚としている．

以上のことから，総歯板数が 20枚以上認められる下白

岩層産の KPM-NNV 1255および江奈石灰岩産の SPMN-FL 

25011は，ハリセンボン属に同定される．また，咬合面を

構成する歯板数が 9枚以上と推定される標本［SPMN-FL 

25017, SPMN-FL 25014, SPMN-FL 25013（白川），SPMN-

FL 25018（仁科），KPM-NNV 1259（下白岩）］において

もハリセンボン属と同定される．その他の標本［KPM-

NNV 1260（下白岩），SPMN-FL 25012（池代），SPMN-FL 

25016, SPMN-FL 25015（白川）］については歯板が化石化

過程の影響で欠落が認められるため，総歯板数や咬合面の

歯板数が典型的なハリセンボン属よりも少ない．しかし，

これを考慮しても咬合面を構成する歯板数が 5枚以上と見

積もられること，咬合面を構成する歯板が薄い板状を呈す

ること（イシガキフグ属やメイタイシガキフグ属では厚い

板状を呈する）を考えると，イシガキフグ属やメイタイシ

ガキフグ属よりもハリセンボン属に同定されるのが妥当で

あると考えられる．

ただし，湯ヶ島層群産のハリセンボン属の歯板化石は

KPM-NNV 1255のように歯板の外周の縁が波打ち，歯板

の段差が強いものや，SPMN-FL 25014のように咬耗面が

概ね平らなものなど歯板形態に差異が認められる．これら

の差異は別種の可能性が高いが，成長段階の変異，もしく

は運搬による摩耗の可能性も否定できない．そのためここ

では，ハリセンボン属未同定種 Diodon spp.にとどめた．

湯ヶ島層群産ハリセンボン属化石の古生態と産出層の
古環境　本研究では湯ヶ島層群からハリセンボン属の歯板
化石を報告した．これは伊豆半島のみならず伊豆－小笠原

弧では初めてのハリセンボン属化石となる．特に桜田層

中の江奈，仁科，白川石灰岩の年代は中期中新世 CN4帯

（14.91–13.53 Ma）であることが明白であり，現段階では

国内最古のハリセンボン属の化石となる．

伊豆半島の古地磁気学的な検討では，古第三紀以降に

フィリピン海プレートの運動により伊豆の基盤を構成する

火山島群が形成され，これが北上して本州に衝突したこと

が示されている（Hirooka et al., 1985；平田ほか，2010など）．

なお，当時の平均的な古緯度は湯ヶ島層群の中期－後期中

新世の加殿層で得られた古地磁気の伏角から北緯 21.0度，

後期中新世の下白岩層からの伏角では北緯 21.6度の位置

であったことが推定されている．一方，Koyama et al. (1992)

および小山（1991）では伊豆半島を含め，フィリピン海プ

レート周辺の深海掘削資料を含めた古緯度の変遷をまと

め直しているが，10 Ma以前の伊豆半島と伊豆諸島の古緯

度に逆転がみられる．これは伊豆半島の陸上で得られた古

地磁気のデータは岩石の変質の影響で信頼性の乏しい結果

が得られたものによるとされている（小山，2010）．これ

らを考慮すると正確な古緯度は現在のところ明確ではない

が，青ケ島から鳥島沖の古緯度が，少なくとも後期中新世

では現在より 7度南方に位置したことが推定されることか

ら（小山，1991; Koyama et al., 1992），同じフィリピン海

プレート上の伊豆－小笠原弧に位置する伊豆半島も中新世

には現在よりも南方に位置していたと解釈されている（小

山，2010など）．

また，湯ヶ島層群の下白岩層や桜田層中の石灰岩

は大型の熱帯性有孔虫である Lepidocyclina（または

Nephrolepidina）の産出が知られている（茨木，1981；日

本地質学会編，2006）．桜田層からは，造礁サンゴ化石群や，

Turbo (Marmarostoma) matsuzakiensis，T. (M.) histrioides，T. 

(M.) izuensis等の腹足類，オウムガイ科アツリア属 Aturia

の化石が共産する（門田，2015; Tomida and Hosoda, 2015；

冨田ほか，2019; Kase et al., 2020など）．桜田層のサザエ属

は化石種であるが現生の Turbo (Marmarostoma)は，太平洋

熱帯地域の潮間帯から浅い潮下帯の岩礁，または炭酸塩岩

プラットフォームに生息している（Hickman and McLean, 

1990; Hickman, 1998）．これらの化石の産出から湯ヶ島層

群堆積時に現在よりも南方に位置した伊豆半島は熱帯環境

下であったことが推定されている．

ところで，少なくとも前期中新世後期（17 Ma）には西

太平洋とインド洋の閉鎖に伴い，黒潮の成立につながった

と考えられており，16.4 Ma以降の熱帯－亜熱帯性動物化

石で特徴づけられる八尾－門ノ沢動物群は，このインド

ネシア海路の閉鎖に伴った黒潮の成立によって生じたと

考えられている（Ogasawara and Noda, 1996；野田・後藤，

2004；小笠原，2011）．その後，14–13 Maの中期中新世で

は北太平洋地域は南極の冷水海の影響により海洋の寒冷化

が生じたとされているが，少なくとも北西太平洋のカム

チャッカ－北海道付近までは二枚貝 Chlamys cosibensisの

産出が認められることからこの近辺までは温帯的な環境で

あったと推定されている（小笠原，2005, 2011; Ogasawara 

et al., 2008）．

以上のことから，中期～後期中新世は，伊豆半島が現

在よりも南に位置し，熱帯～温帯環境下であったこと，ハ

リセンボン科魚類の現生種の分布域を考慮すると湯ヶ島

層群からハリセンボン属の化石が産出することに矛盾はな

い．

また，ハリセンボン科の生息場として，幼魚は遠洋域で，

成魚は主に浅海域の岩礁域やサンゴ礁を中心に生息してお
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り，一部の種では 300 m以深にも生息することが知られて

いるが，多くの種では生息深度は概ね 5–100 m程度と考え

られている（Kuiter, 1993; Kuiter and Debelius, 1994）．化石

化の過程で運搬の影響はあったものの，現生ハリセンボン

属の生息深度を適用すると，下白岩層や桜田層の石灰岩体

の堆積環境は，水深 100 m以浅である可能性が高い．特に

桜田層の石灰岩体や下白岩層から産出する動物化石はいず

れも浅海の岩礁帯で堆積したことが示されており，ハリセ

ンボン属の一般的な生息深度とも整合的である．

ハリセンボン属の歯板の化石記録は少なくとも古第三

Fig. 9. Fossil records of Diodon in the world. The numbers of each location correspond to Table 2.

Species Country Region Age Main reference
1 D. serratus Venezuela Quebrada Honda, Urumaco Middle Miocene Aguilera et al. (2017)
2 D. scillae Cuba Cueva sin Nombre, La Havana Late Miocene to early Pliocene Aguilera et al. (2017)
3 D. scillae Spain Canary Islands Late Miocene to early Pliocene Aguilera et al. (2017)
4 D. scillae Italy Puglia Late Miocene to early Pliocene Betancort et al. (2016)
5 D. scillae France Bretagne Late Miocene to early Pliocene Leriche (1957)
6 D. diodon France Villenave-d'Omon Late Miocene Delfortrie (1871)
7 D. heterodon France Léognan Late Miocene Delfortrie (1871)
8 D. corsicanus France Bonifacio, Corse Miocene Bellwood et al. (2019)
9 D. corsicanus Italy Tortoniano Miocene Portis (1889)
10 D. italicus Italy S. Bartolomeo (Monferrato) Middle Miocene de Alessandri (1895)
11 D. stenodus Italy Piedmont, Colli di Torino Miocene (Langhian) Manni (2015), Portis (1889)
12 D. platyodus Italy Piedmont, S. Trinità Oligocene (Rupelian) Manni (2015), Portis (1889)
13 D. gigantodus Italy Latium Eocene (Bartonian) Manni (2015), Portis (1889)
14 D. meristodus Italy Gassino cav. Eocene (Bartonian) Portis (1889)
15 D. "rovasendae" Italy Gassino Eocene (Bartonian) Portis (1889)
16 D. foleyi Myanmar Ramri Island Eocene  Lydekker (1880, 1886)
17 D. sigma Indonesia Java Island Miocene Aguilera et al. (2017)
18 D. sinhaleyus Sri Lanka Ceylon Miocene Deraniyagala (1937)
19 D. formosus Australia Grange Burn, Western Victoria Late Pliocene (base of the Kalim-

nan Stage) Chapman and Pritchard (1907)

Table 2. List of fossil records of extinct species of Diodon from the Cenozoic localities.
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紀以降からのものが知られているが，その多くがヨーロッ

パに集中しており，多数の絶滅種が知られている．アジア

ではミャンマーの始新統から D. foleyi Lydekker, 1886とイ

ンドネシアの中新統から D. sigma Martin, 1883が知られて

いるのみである（Table 2; Fig. 9）．本研究によって，少な

くとも中期中新世の 14.91–13.53 Ma頃にはハリセンボン

属が北西太平洋では現在よりも南に位置していた古伊豆に

も分散していたことが示された．今後，北西太平洋地域の

ハリセンボン属の分散経路の時空変遷を解明するために

は，黒潮成立後である 16 Ma以降の西太平洋地域の化石

記録の充実が求められる．
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